
11月19日（火） １３時～１６時５分（受付１２時３０分）
実践女子大学  渋谷キャンパス創立120周年記念館 ４０３教室 25０名
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主催：古典の日推進委員会
共催：実践女子大学・実践女子大学短期大学部

協力：文化庁地域文化創生本部

１０周年記念フォーラム in 東京2019
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＊未就学児の入場はご遠慮ください

※本フォーラムは、古典の日10周年記念事業及び実践女子大学による「源氏物語研究の学際的・国際的拠点
形成事業」（平成30年度文部科学省私立大学研究ブランディング事業採択）の一環として、実施するものです。



募集定員 250名　募集締切 9月27日（金）必着　入場料　無料（自由席）
応募方法 郵便往復はがき（　　　　 ）もしくは電子メールでの申込み（kotennohi@jissen.ac.jp）  １通につき

２名様まで応募可

■はがきでお申し込みの方は、下記記入例を参考に、必要事項を黒のボールペン等ではっきりとご記入ください。（字が消せるタイプの筆記用具はご使用にならないでください。）
■電子メールでお申込みの方は、本文にタイトル「古典の日10周年記念フォーラム2019」と必要事項（郵便に同じ）を入力の上送信ください。
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※抽選結果を
　印刷しますので
　何も記入しないで
　ください
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前
　
　
　
様

①参加希望人数（２名まで）

②応募者の氏名（フリガナ）、
　郵便番号、住所、電話番号

③同伴者の氏名（フリガナ）、
　郵便番号、住所、電話番号

※１名の場合、③は不要

● 申込多数の場合は抽選。抽選結果の通知は、１０月中旬を予定しております。
● 郵便往復はがきで応募された方は、当日「入場券」（はがき）を必ずご持参ください。
● 電子メールで申込みいただいた方は、当落通知をメールでご案内すると同時に当
選された方に郵送にて「入場券」をお送りしますので必ずご持参ください。

● 迷惑メール防止のための受信設定をされている場合は kotennohi@jissen.ac.jp
 からのメールを受信できるように設定してください。
● １名様でご応募の場合、２名様での入場はできません。

● 申し込み時にご記入いただいた個人情報につきましては、古典の日推進委員会及
び実践女子大学からの各種連絡の目的にのみ使用します。

● 注意事項（次の場合は応募が無効となりますので、ご注意ください）
 ①郵便往復はがき、電子メール申込み以外での応募　②重複応募（ハガキ、電子
メール申込みの重複も含む）　③１通につき３名以上の応募　④記入漏れ、記載
不備　⑤応募締切日を過ぎたもの

〒６００－８００９　京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町７８番地
京都経済センター３階（公財）京都文化交流コンベンションビューロー内

〒１５０-８５３８ 東京都渋谷区東１-１-４９
TEL ０３-６４５０-６８１７（代表）
●渋谷駅から
・JR（山手線、埼京線、湘南新宿ライン）
・東京メトロ（銀座線、半蔵門線、副都心線）
・東急（東横線、田園都市線）
・京王井の頭線 JR渋谷駅（南改札）東口１６
C 出口から徒歩約１０分
●表参道駅から
・東京メトロ（銀座線、半蔵門線、千代田線）
B１出口から徒歩約１２分
※公共の交通機関をご利用ください。駐車
場・駐輪場のご用意はございません。

1959年東京生まれ。東儀家は、奈良時代から今日まで1300年間雅楽を世襲してきた楽家。父の仕事の関係で幼
少期を海外で過ごし、あらゆるジャンルの音楽を吸収しながら成長した。宮内庁楽部在籍中は、篳篥（ひちりき）
を主に、琵琶、太鼓類、歌、舞、チェロを担当。宮中儀式や皇居での雅楽演奏会をはじめ、海外公演にも参加
し、日本の伝統文化の紹介と国際親善の役割の一翼を担ってきた。
1996年アルバム「東儀秀樹」でデビュー。雅楽器の持ち味を生かした独自の表現に情熱を傾ける。2019年8月、
オリジナル作品や雅楽の古典曲を現代風にアレンジした作品、また、昨年世界中で人気が再燃したQUEENのカ
バー曲など東儀秀樹の世界観と魅力を存分に楽しめるアルバム「ヒチリキ・ラプソディ」をリリース。

京都で江戸時代より続く染屋で、当代の吉岡幸雄で五代を数える「染司よしおか」に生まれる。アパレルデ
ザイン会社勤務を経て、愛媛県西予市野村町シルク博物館にて養蚕、製糸、撚糸、染色、製織を学ぶ。2008
年「染司よしおか」に戻り、自然界に存在する植物染による制作を行い、古社寺の行事に関わり、復元にも
取り組んでいる。

東儀 秀樹（雅楽師）

講師プロフィール ※順不同

とう     ぎ      ひで    き

1954年京都生まれ。株式会社松栄堂代表取締役社長。同志社大学商学部卒業後、渡英。1977年、松栄堂に
入社。1998年、代表取締役社長に就任する。社業に加え、同志社女子大学非常勤講師などを務める。香文
化普及発展のため国内外での講演・文化活動にも意欲的に取り組むほか、烏丸通まちづくり協議会会長を務
めるなど、京都のまちづくりに対する想いも強い。

畑 正高（香老舗 松栄堂 主人）
はた     まさ  たか

吉岡 更紗（「染司よしおか」六代目）
よし   おか     さら    さ

Ayako Yamamoto

「古典の日10周年記念
フォーラム2019」観覧希望


